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DDTLresislanceattainedtoequilibrium,estimated
valueof larval mortality in DDT-contained

Flourwasverylow below 10percent.Itwas

consideredthatrthetreatmentbysubledlaldose

showednoeEfccton thedevelopmentof-DDT

resistance.

(3) Thereappeaied s王gD.ificantdiEfercncesin

LD･50at'davaluebetweenthestrainsrearもd

forsllCCeSSivegenerationsbycommonprocedures.

蔚 23 巻-I

TIleSe differences reveal 血ose of potential■

reslstanceoninsecticideresistance.

(4) As thisbeetlesbecameresistaD.ttODDT,a
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heterogeneityandvariationofDDTsusceptibility･
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strains, bllt 血ese did notdepend on DDT

resistance.
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TnSCCticidalActiv)fly.StlldiesonOrgaD_OPllOSphorusInsecticides.ⅠⅤ ･:与 SeizoM T̂StJhIOTO,

Tats1100Ktlrn,andlchiroHoNDA.(FujiChemicallndustr王alCo.,Ltd.)ReceivedApril20,

1958･BoLyu-Kagaku,23,74,1958(with Englishresume,80)

14･ メチノレ ラヾチオン粉剤の安定性並びに安定剤の殺虫力に及す影響につし､て 有琴瞬製

剤に関する研究_(第4報･*) 松本桁蔵,大久保達雄,本田一郎 (富士化学=菜株式会社)33.4.20受理

マラソン粉剤安定化の研究において得られた良好なる処方を選択しこれを溢礎にしてメチルパラチ

オン粉剤を調製 し各温皮に於ける安定性を検討すると共に,その試験結果中より寂良の処方を選択

しパイロットプラントによる製造試験を実施し更にその製品について安定性を検討したところ,マ

ラソン粉剤の場合と略同じ結果が得られた.即ち表面酸性 pKa≧3の場合分解率は極度に低下する

悦向を示した･ 叫の場合も又表面酸性が経時変化防止の相接でありH十が分解の支配的因子であ
ると云うことが出来る.著者等が旺掛こ於て推賞した安定剤 polyoxyethylenealkylether,poly-

oxyethylenealkylphenylether･polyox.y?thylenedialkylether等は何れも安定効果顕著である

が.此等の安定剤が殺虫力発現に対して如何なる彫聾を与えるかを二化疾虫の越冬幼虫を用いて室

内試験を行い二三の知見を得た.

著者等は既報1･2)において有機瞬製剤の安定化もこつ

いて報告した.即ちマラソン,メチルパラチオンにお

いてそれらの増虫剤の表面酸性を検定し適当なる安定

剤を用いて pKa≧3 に改良出来る場合には分解防止

の目的を達成t,うることを述べ･次いでマラソン粉剤
の詳細なる安定化実験を行い安定剤を用いて pKa≧3

なる場合には殆ど例外なく分解率が少いことを報告し

た.これら有効成分の分解を考える場合,増員剤の表

面軟性が支配的因子であって H+が有効成分に作用

して分解を恕起せしめるものと考えることが出来る.

メチルパラチオン粉剤についても従来色々な角皮から

分解防止試験を実施してきたが仲々困難であった.節

報に於て述べた如く粉剤の製剤化においては増畠剤の

選択が極めて大切であって,エチルパラチオン粉剤に

おいては糊良剤の厳選によづて分解率を極度に押える

ことが出来るがメチルパラチオン粉剤は造かに不安定

であり使用上から見ても資源的に見ても大きな問題と

云わねばならぬ.安定剤として用いたものは,グルコ

ース,シスチン,レシチン,有機批素化合物,二塩基

性有機酸,脂肪酸,ミルクカゼイン,枯物hh,機械油,

魚油.等数十種に及ぶも実用的柘値あるものを発見す

ることが出来なかった.しかるに表面酸性なる観点か

ら.増員剤の pKaを ≧3 に改良しうるものが界面活

性剤中にあることを発見し先づマラソン粉剤について

詳細なる分解防止試験を行い此の試験結果を基礎にし

てメチルパラチオン粉剤の安定化について研究した.

半本鞭は昭和33年2月23日九州病苦虫研究会において,松本,大久保 :有機燐製剤に関する研究 節4報
メチルパラチオンの安定性につい-て.松本,本田 :有損燐製剤に関する研死 郡5報 メチルパラチオン粉剤
における安定剤の殺虫力に及す彫蟹についてという題目で誘拐発表したものをまとめたものである, 禾報を

以て節′4報とす･
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即ち安定剤としては,フェ/-ル,アルキルフェノー

ル.アルコール,脂肪髄等の酎 ヒェチレン附加棒を用

いて分解防止の目的を迂することが出来た.しかし乍

ら安定剤を綜加したために殺虫効力が低下する様なこ

とがあればflの安定剤としての柾値はない訳であって

此の点を充分に検討しなければならない.そこで汲柾
の安定剤につき,メチルパラチオン粉剤の効力発現に

対して如何なる彫蟹を与えるか予揃的試験として二化

田虫を用いて室内試験を実施して二三の知見を打たの

で報告する.又メチルパラチオン粉剤分解防止韮位試

験結果をもとにしてパイロットプラントによる到品の

分解率を試験した結果31'礎試験と略同様のITr兄が和ら

れたので併せ報告する.

実験材料及び実験方法

(1)増員剤 :突験に使用した増員剤は節3報2)弟1袋

に示せるものと同一である,

C2)安定剤 :次のものを代去的に使用した.

(Sa原体 :メチ}L,パラチオンの純度94.8プQ'(亜嗣ソー
ダ法)の原体を使用した.

(4)表面軟性 :既酔･2)に示せる方法北びに若者が政
宜的に作成した概準比色管列を併用した.

(5)粉剤の製造方法.貯蔵方法,有効成分分析方法等

は既取 りに示せる通りである.パイロットプラント

にJ:る空理品については氾合鉱,~有効成分のバラツキ.

繰返し分析耶班,等分散の検定等を行った.

J6)供試昆虫 :野夕舵 妹班された稲矧こ越冬中の二化.
択虫を採期し,採952日後に供試した.Nol～No

ll区 の試験区に供試した二化択虫は何れも出柿37

号に寄生したものであり,No12-No19の試験Ⅹ

に用いた供試虫は山陰41号に寄生したものである.

(7) 薬剤撒布方法並びに調査方法 :6寸直径のシャー

レを長沢3,の薬剤放粉降す袋田の底部に田き,上部

から各試料 0.2g宛を圧力 25Lbs/in℡で放粉し2
分後にシャーレを取り出し供試虫を入れて15分間薬

剤に接触せしめて後,折紙を敷いた3寸シャーレに
polyoxye血ylenealkyle血er (以下 PAl三と略称する)

RO(CH℡CH!0)nH R-CH3(CHe)】O nここ6,15
po]yoxyethyleneatkylphenylether (以下 PAPE と昭称する)

RJ42≡ 〉-o(cH2CH20)nh RECH3(CH2)7 n=6,12
polyoxyethylenedialkylphenylether(以下 PDAPE と略称する)

RR:安 ≡ 〉o(cH-ACH20,aII
R】,R2-CH3(CH2)古以下 n--13

Fattyacid R-CH3(CH2)JO以上

移して250の恒温田中に放田

した.琳揮状態の調査は歩行

困難な状態を以て琳坪とし,

死曲数の調査は針で昆虫に触

れても何ら反応を示さないも

のを以て死虫とした.

実験結果及び考察

メチルパラチオン粉剤の安定

化について

Tab一e1 Re一ationbetweenstabilityandtemperatureofmethylparathion
dustformulations,preparedbyvariousmineralcarriersandstabi一izers.
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前述した通りマラソン粉剤の場合に良好なる結果を打
た配合を基礎として PAE,fattyacidを安定剤とし

て使用し宝温故田,∵300,400に於ける分節率をalTl定･

したがその結果は第1蓑,節 1図の通りである∴
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Fig.1 Stalilityofmethylparathion dust
formlllationswith clay, clayplustalc,clay
plusk王esel如 randstabili2:erョ,atroomtemp

av.150,300,400.Storageterm :30days

即ち安定剤を添加せずに,クレ-,クレー+珪#土,

クレー十タルクの場合は 300に於て夫々31%,22.7

%,節.3% の分解率を示し400に於ては更に上昇線

をたどり夏期高温時を経過した場合の分解率高さを予

測することが出来る･_しかもいづれもpKa<1であ

るに反し安定剤を添加した場合 (4-7)はいづれも

pKa≧3であり分解率も少く判然たる結果を示してい

ることが分る. 殊に N04はクレーに対して PAE

0.7% 添加した場合であって分解率も極めて低い.-

節 23 巻一丁

穀に温度の打撃は大きくこれは氾政と反応速度との関

係を示すものであり此のタ帽 間水の舵脱,安定剤によ

り91'紹きれていた H+Iの作用等が考えられる.次い

でメチルパラチオン粉剤を前記実験番号4の処方を採

用しpilotplantによる製造を行い分解防止試験を行

った.

第2表より分る通り安定加工をやった粉剤は 400,

30日で 0-2% 程度の分解率であり80日,400で 5%

以下で極めて良好である.クレー+タルクの場合は同

条件で分解率 10% 程度で効果は認められるが前者に

比べて劣るのはマラソン粉剤の場合と同じである.此

の事実は矢張り表面酸性と関連性があり既報l･2)q)紘

果とよく一致する.叉 PAE と脂肪酸とを 0.5% 宛

･併用する場合分解率が低下する傾向が認められる.こ

れは前報にて考察した如く珪酸アルミニウム垢の触媒

部分を(HAISiOJ)Ⅹと考え,タ)i,.クを (HL=MgSiOJ)1

と考えた場合後者は dibasicacidであるがアニオン

パートを形成するマグネシウムの塩基性のために前者【

よりも弓削､酸であると考えられるし,-事実斑換散皮は

殆ど認められずマグネシウム其他によるアルカリ性の

万が強く表われてアルカリ性に弱い原体を分解せしめ

るのであらう. 従ってタルクを用いた場合 PAEの

みでは分解防止効果は充分ではなくタルク表面を中和

せしめるため脂肪酸顧加の効果が表れるのであろうと

考える. 実験結果からも分る通りpKa<1の場合に

は分解率は大きい.此等の事実からメチルパラチオン

の分解は顧触媒による加水分解であろうと考える.而

して著者等は大局から見て pKa値が分解防止の指概

でありマラソンの場合と同様に著者等の実験箱園にお

いて大休に一致した結果を得ることが出来た.H+の

Tab7e2 Decompositionofmethylparathiondustformulations,manufacturedbypilotplant.

Mineral

CarrlerS

Additives

(Stabilizers)

Storage

temperature

oC

Initial l30Daysstorage80Daysstorage卜30Daysstorage

ZnlcアantcieonnQT ;iOtTopn;Icroantfoe:;-IDeB=i?iTnP;Iuor:tcieonn;IDe837iTnp;
concentrationlc?an.CieonntlDe;iO.Topnolc.oantfoe:(-J｡eB=i?iTnPOIuo.:.lie.nn'lue837iTE

～ :::; ｣r…miemp≠

9

5

一
3
･
T

ov･
1

8

7

1
･
4

一
1
･
5
⊥

一

85
･
二

〇

☆room temp.-averagetemperatllreOf130daysstorage.150
紫骨PAE-po7yoxyethylenealkylether.CH3(CH･)100(CHe0)6H
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Tab一e3. StufaceacidityaD_ddccomFOS王tior･.rateofmethylparathioD.dustEormulations,

with stabiliZerS,pOlyoxylethylenealkyledler(6m01,15mol), polyoxyethylenedialkyl

phenylether,polyoxyethyl.eneocty]phenylether(6m01,12moI),andfattyacid.
Storagecondition:400,onemoれ血

Exp.No. M王nenalcarriers
Clay98.3%

AddiIives
(Stabi一izer)

tlOtle

pKa

1.5>(BAD)
3.3>(DABl
1.5く(BAD)
-3(DAB)

30daysstorage

-

〓

3

〓

5

一
-

ヱ

÷

互

ユ

÷

一
-

1
･
7

一
1
･
7

一
1
･
7

Clay97.6%

Clay97.6%

C一ay97.6%

Clay97.6%

C一ay97.6%

Clay97.6%

Talc98.3%

Talc97.6%

Ta一c95.7%

Ta一c97.3%

(Cky+Talc15%)
97.3%

(Chy+Talc15%)
97.3%

(Clay+Talc155%)
97.3%

(Clay+Talc15%)
97.3%

(Chy+Talc15%)
97.3%

(C一ay+Talc15%)
97.6%

(Clay+Talc15%)
07.6%

(C一ay+Ta一c15%)
98.3%

PAE(6mol) 0.7,0.I

PAE(15mol)0.7%

PDAPE(13mol)0.7%

PAPE(6mol)0.7%

PA㌣E(12mol)0.7%

Fattyacid 0.7%

PAE(6mol) 0.7;i

Fattyacid 3.0%

PAE(6mo】) 0.5%
Fattyacld 0.5%
PAE(6mol) 0.5%
Fattyacid 0.5%
PAE(15mol)0.5%
Fattyacid 0.5%
PAPEt6mol)0.5%
Fattyacic 0.5%
PAPE(12moり0.5%
Fattyacid 0.5%
PDAE(13mol)0.5%
Fattyacid 0.5%

PAE(6mol) 0.7%

PDAPE(13mol)0.7%

1.5くくBAD)
-3(DBA)

1.5<(BAD)
3≦(DAB)
1.5>(BAD)
-3(DAB)
1.5<(BAD)
-3(DAB)
1.5>(BAD)
3.3>(DAB)
1.5>(BAD)
3･3>(DAB)
1.5>(BAD)
3.3>(DAB)

1.5<(BAD)
3.3>(DAB)

1.5<(BAD)
3.3(DAB)
1.5<(BAJ))
-3(DAB)
1.5く(BAD)
3(DAB)
1.5くくBAD)
3(DAB)
1.5<(BAD)
3(DAB)
1.5くくBAD)
3(DAB)

1.5く(BAD)
3≦(DAli)
1.5<(BADJ
3≦(DAB)

1.5>(BAD)
3.3>(DAB)

夕日こ増員剤の表面構造の祝雄性,水分含丑の多変性,

或は原土を微粉化するために生ずる free･bondの彫

蟹及び含有無機金屑の触媒作用等が原体の分解に関与

して!､ると思われる･安定剤のflの帆直は安定効果顕

著であると共に殺虫力に恋形蟹を及してはいけないと

いうことであって此の点について検討しなければなら

ない.

安定剤のメチルパラチオン粉剤の殺虫力

に及す彫蟹について.

殺虫力発現に対する安定剤の彫撃を検討するべく著

者等が今迄に行った安定試験の中から各校安定剤を選

択し節三妾に示せる如く供試薬剤 Nol-N019を調

製し二化訳虫幼虫を用いて室円試験を実施した.即ち

越冬幼虫を接触させその後琳坪及び死出状況を調査し

た結果は節4去,第5表に示した通りであるこ此の結

果に韮いて琳搾率及び死虫率を Bliss4)の方法により

Probitの他に時間を対数低に変換して時間- 致琳

抑率田村広縁及び時間一一致死率回帰tEi緑を求め,fFJ

られた回付方程式を利JT]して各供試薬剤についての訪

項を求めた結果は節6去,節7表の通りである.

以上の実験結果を検討するに,安定剤を添加した各

試料の殺虫効力及琳搾効力は,安定剤無添加のもの

(No1,8,19)に比較して増員剤が クレー申用の場

令-(No2-7)は何れも鼓し凄 虫及群搾効力を示し,

タルク111用の場合 (No8-ll)i纏 いとい-5結果を

示している. 殊に タルク蝉用の場合 N0-9の PAE

6mol使用拓の効力低下が著しく,増員剤の柾軌こよ
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Table4 Relationofcllmulativeparalysation ratetotimeinminuteinthecircumstance
ofstabi一izedmethylparathiondustformulationscontactoflarva･eofricestem borer.

Exp･No･ l Tn:とC?sf
30min ItOmin J90min l120minI150min l180min i300min

,1 58 ■0 5.2 25.9 60.3 ､ - 98.3

2 59 0 ?.3 66.1. 88.1_ - 100.0

4 60 0 23.3 75.0 91.7 - loo.0

5 60 0 ll.7..'48.3 83.3 -● loo.0

7 56 . 0 10.7 53.6 80.4 - 100.0

8 .~59- 0 28.8 81.45.4 28.618.3 58.320.0 ~60.0 96.6 100.0 - -

9 561 10 66.1 83.9 - 100.0
10. 60 iO 85.0 96.7 - 100.0

,ll 60 0 90.0 100.9 - -
.12- 60 0- 5.0 .53.3 90.0 - 100.0

13 - 57 0 3.5 -45.6- 82.5 - 100.0

-1す 60 0 1.7 35.0 81.7 - 100.0
15. 60 .0 10.0 60.0 93.3 - 100.0

16 60 0 ll.7 65.0 95.0 - 100.0

■ 17 59 _ 0 1.ケ 50.8 _ 86.5 - 100.0

18 - 60 . 0 13.3 58.3 ･88.3 - 100.0

Tab7e5. Relationofcumulativelethalratetotimein hourinthecircumstanceof

stabili2:edmethylparathiondustformulat王onscop.tactOflarvaeofricestemborer.
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Table6. Characteristicsoftheregressionequation(T-Yk)contheresu一tsshowzl.intable4.

※ ThedifferencebetweenNo14andNo19issignificant.

Tabl占7. Cha,acteristics｡fthe,eg,ess王｡nequation(T-Yk)contheresu一tsshown intable5.

1 5.584 0.1791 1.9276 2.2222 .34.6 196.岳 1⊥ -
2 6.024 0.1660. 1.8958■ ~2.1689 78.7 147.5 1.075 1.131

3 5.686 0.1759 1.8400. 2.1292 67.1 134.7 1.224 1.238

4 6.229 0.1605 ･1.9183 2.1236 ～-82.6 132.9 1.024 1.255

5 9.33】 0.1579 1.8783 2.1380 _75.6 137.4 .1.119 1.214

6_ 6.312 0.1584 1.9183 2.1788 82-{8 ･151.0 1.022 1.105

7ー 7.111 0.1406 1.8607 2.0919 72.6 123.6 1.165 1.349

8 5.156 P.1939 _1.7343 2.0533 ､54_2 . ･113.1 - -
9 4.286 0.2333 1.7639 2.1477 58.1 140.5 0.933 ~0;805

10 4.417 ･0.2264 ･1.7014 2.0738 50.3 118.5- 1.077 0.954

ll 4.572 0.2187 1.7443 2.1041_ .55.5 127.1 ･0.976 0.890

12 6.954 0.1438 1.9367 2.1732 86.4 ＼ 149.0 0.970 o二958

13 7.664 0.1305､ 1.9167 2.1314 82.51 1135.3 1.016 1.055

14 8.298 0.1205 1.8800 2.0782 75.9 llb.8- 1.104 1.192-

16 6.907 0.1448 1.8917 2.1298 77.9 134.8 I.076 1.059

17 7.437 0ー1345 1.9700 2.1911 93.3 155.2 0.898 0.920

18 6.256 . 0.1598 1.9150 2.1779 82.2 150.6 ･1.019 0.94879
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り同一の安定剤でも殺虫力に与えろ彫笹の異なること

が分る.安定剤として脂肪髄のみを用いた場合を見る

にその添加塁 3% (NolO)の使用塁にも拘らず殺虫

力に大きな影響を示さず,クレー,タルク等の増員剤

の班別によっても殺虫力に与える彫蟹の粒灰は比較的

少くない結果を示している･増iL7t剤にタルクとクレー

を況用した場合 (No12-18)は痢輝効力に於いて安

定剤無添加の薬剤 (No19)に比較して,クレーqi用

の場合と同じく効力の強いことを示したが,､殺虫効力

に於いてはタルクに対して大した好蟹を受けず,安定

剤として脂肪酸 と各種の酸化エチレン結合体を夫々

0.5%宛混用した場合(No12-16)は殺虫効力が強い

という結果を示した.尚タルクIti用のときに殺虫効力

が劣る結果を示した PAE6molはクレー,タルク混

用の場合も同じく殺虫効力が劣る結果を示したが脂肪

敬と混用することにより略安定剤無班用区 (No19)

と同等の殺虫力を期待出来る.

きて以上の生物試験の結果を併せ考えるとき,安定

剤としての具備条件は分解防止効果のみならず殺虫効

力に対して阻穿作用がないことは勿論のこと寧ろ助長

的であることが望ましいのである.従って本実験に供

した安定剤はタルク蝉用の場合を除き大体に於て満足

すべきものと云うペく殊にクレーとタルク混用の場合

はフェノール,アルコールの顧化エチレン縮合体と月旨

肪酸の併用が安定剤として良好な様に思われる.一次に

殺虫試験に供した議等剤の1ケ月,400の貯蔵試験によ

る分脈率を見るに増員剤がクレー坤用の場合は何れの

安定剤も良好な成約を示し,クレー+タルク況用の場

合は肪肪徴を混用した方が分解率が少いことはマラソ

ン粉剤の場合と同じであった.これは安定剤としての

具備条件を満足するものと云える.又安定剤の添加塁

であるが,これは経折的見地からも粉剤の吐粉性,飛

散性などの点からも1%以下が最適使用塁ではないか

と考える.著者等の実験に於ては0.7%の使用量にお

いて満足すべき結果を得ているのであって使用員の多

少も又安定剤の重要なる具備条件と云わねばならぬ.

本実験に用い11=安定剤即ち. RO(CH2CH50)nH,

RICGHJ･0(CH2CH_oO)nH 等に掛 ナるRの柾期,

酸化エチレンの附加モル数,或は疎水基の紐帯等の安

定効果或は殺虫力に及す拶蟹については更に詳細なる

研究を要すべく別の梯会に報告する予定である.

要 約

1. 安定剤を添加せず増員剤 (クレー,クレー+タル

ク,クレ-+珪藻土)のみで製剤化した場合pKa<1

であって分解率は極めて大きいが polyoxyetLylene

alkylether0.7% か fattyacidと夫々 0.5% 宛

混用した場合pKa-3であって安定効果琉著である.
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2. 安定剤の班用虫は 0,7-1.0% で充分である.

3. マラソン粉剤の場合と同様にpKa≧3が安定化の

指標でありH十 が有効成分分解の支配的因子であ

る.

4･ 分節機構は未だ分明しないが H十に′よる (取触

掛 こJ:る)加水分解反応であらうと考える.従て昭
虫剤中の水分も凝視由来ない.又その他の原因につ

いても考察した./

5. 増益剤の種額によっ七殺虫効九 琳搾効力に与え

る彫哲の程度が異なる.

6. 安定剤の柾類,増iit剤の種軌こより殺虫効力阻告

程度が異なるので安定剤の選択に当り七は此の点注

意しなければならぬ.

7.増員剤としてクレー主Ii用のiy"一合が殺虫効力阻害作

用が良も軽微である.

8. クレ-, タルク混用のfB･合 polyoxyethylene

alkyleth er,polyoxyethylenealkylphenyLether,

polyoxe血ylene､dialkylpIlenyle血erに対して

fattyac王dを併用することにより安定効果も良好で

あり,殺虫効力阻害皮も少くすることが出来る.

9. 相星剤 クレ-,安定剤 polyoxyethylenealkyl

ether0.7% にて製剤化したメチルパラチオン粉剤

は殺虫効力増加の幌向を示した.

10.上記結果は生物試畝により狩られた各種供試薬剤

の二化塀虫幼虫に対する琳畔率及死虫率をBlissの
方法によりprol'it■の値に,時間を対数に変換して

時間- 琳揮率回帰田緑及時間- 致死率回帰層線

を求め,得られた回帰方程式を利用して各供試薬剤

の殺虫効力を判定し,安定剤の殺虫力に及す膨蟹を

考察した. I
ll,生物試験に於て,抵抗性の正規分布曲線における

標準偏差を各供試薬剤につ き検討した結果,時間

- 琳搾率回帰直線においてNo19とNo14との

間に有意差を認めたがその他はいづれも標準偏差問

､tの差は有意ではなかった.
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'Theallthorshavestudiedonthestabilityofthe

activeingredientinmethylparathiondustformul-
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ationslistedintabTe1,2,3,andtndertakena

manufacturingexperimentbypi一otplanLFurther-

more,thehboratoryexperimentwasmadel'n

ordertoinspecttheeffectofstabili2:erSOnthe

insecticidalactivity ofmethylparathion dust

formlllations.Inthe一aboratoryexperiment,hrvae

ーOEricestem borer,ChHosu〟･ressalis TVaZker
wasusedastestinsect. Theparalysationand

mortalitytimeoftest王nsectsagainst0.2gmethyl

para山王on1.61% dustformu一ationswereobSeⅣed

byNagasawa'ssettlingspraydustapparatusfor

eachtest.Theresultsareasfol]ows:

1. Whenmineralcarriers(C7ay,′clayplustalc

15%,claypltnkieselg血r15%) wereusedas

di]uentwi血ollt'Stabilizer, thedecomposition

rateofactive王ngredientwasveryremarkable

andpKa<1,but血edecompositionratewas
markedlydecreasedbyadditionofstabilizersuch

aspolyoxye血ylenealkyle血er0.7%,polyoxy-

ethy7enealky】eth ers0.5%p一usfattyacid0.5%,

andpI(a≧3.Storagecondition:30days,room

temp.av.150,300,400.

2. Theoptimum quantityofstabilizersis0.7-

1.0%. .

3. Tlle decompositiollrate decreases, when

sllrfaceac王ditypI(aofdiluentisnotlessthan

3･From thisresl九 hydrogenionsH+are

stユppOSed to bean importantfactorof 山e

decompositiom

4. Although the decompositionmechanism is

hotobvious,itseemstobehydrolysis､byH+

(acidcatalysis)･Weconsiqeredtheothercauses

ofdecomposition一moisture,Fe+++,Mg++

andimpurityetc.

5･ T九e insecticidaland para一yticactivity of

methylparathion dust forrilulations-were

difEerentTyaffectedbythevarietiesofminerdl

CarrlerS.

6. As the insecticidalactivity 王s differently

obstructed by 血e variety ofstabilizerand

mineralcarrier,weshouldtakecareofselecting

them .

7. Whenclayonlywasusedasadiluent,the

obstruction for the insecticida一activity is

negligib7e_

8. Ifpolyoxyethylenealkylether,'polyoxyethy-

1ene alkyl'e血er, polyoxye血ylene dialkyl

pllenyletherasstabilizersareseparate一yllSed

togetherwith fattyacidinthecaseofclayplus

talcasadiluent,methyl'parathiondustformul-

ationsareyerystab一eandtheobstrbctionsfor
the王rinsecticidalactivitiesarenegligible.

9. Wムenme血ylpara血iondustformulotionwas

preparedwi山 clayandpolyoxye血ylenelallryl

ether0.7%,theinsecticida一activitywass一ightly

increased.

10. Theresu一tsofbiological assay as abovEf

mentioned,wereshownintable4,5,6,･7.We

tran5formed血epara一yticandle血alrateinto

probitandplottedagainst血etimeonlogari-

thmicscalebyBlissprobitmethodandjudged

theeffectivenessoftestinsecticidelisted h

table3from th etime-paralysation,time･mort-

alityregressionequationobtained･

ll. Accordingtotheresultsbytheinspection

oEstandard deviation of the resistance to

stabili2:edmethylparathiondustoftestinsect

Erom the normal distribution curves, the

differencebetweenNo19andNo14wass王gni-

ficant,buttheotherswerenotsignificant.

Acidi一yofAl王nemlCarricrS血tldtheEffectsofHydrogenIonontheDecompositionof

OJ･ganOPhosphorllS Dust FoJ･mulationS. Stlldieson OrganophosphorllS Insecticides.V

SeizoMATStILIOTO(FujiChemica一TndustrialCo.,Ltd.)tReceivedApril20,1958･Bob'zL-

Kogaku,23,81,1958(with Englishresume,88)

15･ 増量剤の酸性度及び水素イオンの有堆燐粉剤の分解に及す影響について 有機瞬製剤に

関する研究 (茄5報) 松本拓哉 (富士化学=菜株式会社)33.4.20受理

氏薬用粉剤製造に使用されている各班の増益剤の表面酸性. トマス酸度∴ 田換鮫皮を測定検討 した.
表面放任と田換酸度との問には特に密接 な関係が認められ粉剤の分解率とも関連性を示 している.

各確氾皮の硫酸で処理 した酸性白土, クレーについても上記酸性度を紺定し, マラソン粉剤を調製

し分節率を検討し同時に安定剤の分解防止効果についても研究を進めた. 更に 0.1-1.ON規化加
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